
神の豊かな恵みが齎した高価な贖い－惜しみない赦し 
  
神はキリストにおける恵みを通して、私たちを救い出してくださいました。 
パウロは神の恵みが、信徒の生活に齎（もたら）した二つの新しい祝福、すなわち、「贖い」と「罪の赦

し」を称えています。 

  
エフェソの信徒への手紙 1：7～8 
わたしたちはこの御子において、その血によって贖われ、罪を赦されました。これは、神の豊かな恵みに

よるものです。 
神はこの恵みをわたしたちの上にあふれさせ、すべての知恵と理解とを与えて、 
  
In whom we have redemption through his blood, the forgiveness of sins, according to the riches of 

his grace;Wherein he hath abounded toward us in all wisdom and prudence; 

→redemption ＝ἀπολύτρωσις（アパ・ルゥトセス）（この行為は）完全な身代金、すなわち（比喩的に）

追放、または（特に）キリスト教の救い：解放、救い。 
  
コロサイの信徒への手紙 1：13～14 
御父は、わたしたちを闇の力から救い出して、その愛する御子の支配下に移してくださいました。 
わたしたちは、この御子によって、贖い、すなわち罪の赦しを得ているのです。 
  
テトスへの手紙 2：13～14 
また、祝福に満ちた希望、すなわち偉大なる神であり、わたしたちの救い主であるイエス・キリストの栄

光の現れを待ち望むように教えています。 
キリストがわたしたちのために御自身を献げられたのは、わたしたちをあらゆる不法から贖い出し、良

い行いに熱心な民を御自分のものとして清めるためだったのです。 
 
【参考】 黙示録では、 

エフェソの教会は、健全な教理と高い標準を持ち、断固とした行動をとり、奉仕も熱心な公衆に対し

ては成功した教会だったが、初めの頃の愛から離れてしまっていた。 

エフェソの教会は、表向きは、成功した教会だったが、イエスから見れば堕落した教会だった。 

イエスは、❶初心に立ち帰り、最初の頃のこと、既に知っていることを改めて思い出し、なすべきこと

を行え、❷悔い改めて、❸初めの頃の愛と憐みのある行いを再燃し、福音を中心とした教会に戻れ、そ

して❹「神の楽園」に目を向け続けよ、と勧告している。 

エフェソの教会は、その後、キリスト教の公会議であるエフェソス公会議（東ローマ帝国テオドシウ

ス朝の第２代皇帝テオドシウス２世が開催）が 431 年に行われたが、ＡＤ５世紀以降は、教会も町も

衰退し、14 世紀以降は、その近辺を含み荒廃したままになっている。 


